
2014年度センター試験 数学 1 

第 1問 

 [ 1 ]    𝑎 =
1+√3

1+√2
 ,  𝑏 =

1−√3

1−√2
 とする。 

 

(1)  𝑎𝑏 = ア 

𝑎 + 𝑏 = イ (ウエ + √オ )   

𝑎2 + 𝑏2 = カ (キ − √ク )   

である。 

 

(2)  𝑎𝑏 = ア と 𝑎2 + 𝑏2 + 4 (𝑎 + 𝑏) = ケコ から、𝑎 は 

𝑎4 + サ 𝑎3 − シス 𝑎2 + セ 𝑎 + ソ =  0 

を満たすことがわかる。  

 

 

(1) 

𝑎𝑏 =
(1 + √3)(1 − √3)

(1 + √2)(1 − √2)
=

1 − 3

1 − 2
=   𝟐   

 

𝑎, 𝑏 を変形すると以下の通りになる。 

 

𝑎 =
(1 + √3)(1 − √2)

(1 + √2)(1 − √2)
 =

1 − √2 + √3 − √6

1 − 2
 = √6 − √3 + √2 − 1 



𝑏 =
(1 − √3)(1 + √2)

(1 − √2)(1 + √2)
 =

1 + √2 − √3 − √6

1 − 2
 = √6 + √3 − √2 − 1 

このことから 

 

𝑎 + 𝑏 = (√6 − √3 + √2 − 1) + (√6 + √3 − √2 − 1) 

= −2 + 2√6                                                      

= 𝟐(−𝟏 + √𝟔)                                                  

𝑎2 + 𝑏2 = (𝑎 + 𝑏)2 − 2 𝑎𝑏                                                           

= (−2 + 2√6)
2

− 2 × 2                                

= 4 − 8√6 + 24 − 4                                      

= 24 − 8√6                                                      

= 𝟖 (𝟑 − √𝟔)                                                      

(2) (1) の結果から 

 

𝑎2 + 𝑏2 + 4(𝑎 + 𝑏) = 24 − 8√6 + 4(−2 + 2√6) 

 = 24 − 8 

= 𝟏𝟔        

 

となる。この式の両辺に 𝑎2 を掛ける。 

 

𝑎4 + 𝑎2𝑏2 + 4(𝑎3 + 𝑎2 𝑏) = 16 𝑎2         

⇒ 𝑎4 + (𝑎𝑏)2 + 4𝑎3 + 4𝑎 × 𝑎𝑏 − 16 𝑎2 = 0 

 

𝑎𝑏 = 2 より 

 

   𝑎4 + 4 + 4𝑎3 + 8𝑎 − 16 𝑎2 = 0 

⇒ 𝑎4 + 𝟒 𝑎3 − 𝟏𝟔 𝑎2 + 𝟖𝑎 + 𝟒 = 0 



[ 2 ] 下の  タ 、 テ 、 ネ 、 ノ 、 ヒ   には、次の 0.～3. のうちからあ

てはまるものを一つ選べ。ただし、同じものを繰り返して選んでもよい。 

 

0. ＞  1. ＜  2. ≧  3. ≦ 

 

𝑎 を変数とし、連立不等式 

{
𝑥 − 6 𝑎 ≧ −1 … … …  ①

|𝑥 + 𝑎 − 1| < 5 … … …  ②
 

 

を考える。 

 

(1) 𝑥 = 1 が不等式 ① を満たすような 𝑎 の値の範囲を表す不等式は 

𝑎 タ  
チ

ツ
 である。 

 

(2)  𝑥 = 2 が不等式 ① を満たさないような 𝑎 の値の範囲を表す不等式は  

𝑎 テ  
ト

ナ
 である。 

 

(3) 𝑎 = 0 のとき、連立不等式 ①，② の解は 

  ニヌ  ネ 𝑥  ノ  ハ 

である。 

 

(4) 不等式 ② の解と、連立不等式 ①，② の解とが一致するような 𝑎 の値の

範囲を表す不等式は 𝑎 ヒ    
フヘ

ホ
  である。 

 

(1) 𝑥 = 1 が不等式 ① を満たすとき 

 

1 − 6𝑎 ≧ −1 ⇒ 𝑎 ≦
𝟏

𝟑
  (不等式は 𝟑.  が当てはまる) 



(2) 𝑥 = 2 が不等式 ① を満たさないとき 

 

2 − 6𝑎 < −1 ⇒ 𝑎 >
𝟏

𝟐
  (不等式は 𝟎.  が当てはまる) 

 

(3) 𝑎 = 0 のときの ①，② の解を求める。 

 

① 𝑥 ≧ −1 

② |𝑥 − 1| < 5 ⇒  −5 < 𝑥 − 1 < 5 ⇒  −4 < 𝑥 < 6 

 

以上より ①，② の共通部分は 

−𝟏 ≦  𝑥 <  𝟔 

(不等式は順に 3, 1. ) となる。 

 

(4) 不等式 ② の解は 

 

 −5 < 𝑥 + 𝑎 − 1 < 5 ⇒  −𝑎 − 4 < 𝑥 < −𝑎 + 6 

 

一方、不等式 ① の解は 𝑥 ≧ 6𝑎 − 1 

 

② の解が ①，② の共通解と一致するとき、① の解が ② の解の範囲を含ま

なければならない。 

 

 

このことから 

 

6𝑎 − 1 ≦ −𝑎 − 4 ⇒ 7𝑎 ≦ −3 

                                 ⇒ 𝑎 ≦  
−𝟑

𝟕
 

(不等式は 3. が当てはまる) となる。 


